
ご 注 意
（1）株主様の住所変更、買取請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご
注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種
お手続きにつきましては、左記特別口座
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行全国本支店においてもお取次ぎいたし
ます。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱
UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
剰余金の配当基準日
　　 期 末 配 当
　　 中 間 配 当

3月31日
9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
（ お 問 合 せ 先 ）

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120−094−777

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.g-7holdings.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所 東京証券取引所（証券コード7508）

本社〒654-0161神戸市須磨区弥栄台3丁目1番地の6
TEL078-797-7700FAX078-797-7710

当社に関する情報はホームページでもご覧いただけます。

http://www.g-7holdings.co.jp/

株主メモ

平成28年 4月1日～平成28年 9月30日
第42期　中間報告書第42期　中間報告書
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　オートバックス・車関連事業については、同セグメントの
約9割を占めるオートバックス事業が、昨年の暖冬の影響で
主力商品であるタイヤの履き替えが低迷し、春先の売上が
伸び悩みました。第2四半期からは大型イベントやG−7モー
ルフェスティバルの開催により、カー用品や車買取販売の売
上も回復基調に転じました。一方、G7マレーシアが運営す
るオートバックスとバイクワールドは前年同期を大幅に上回
る売上高（前年同期比41.6％増）を確保しております。
　その他事業に関しては、前期よりめぐみの郷の農産物販売
方法を委託販売から買取販売に変更したことにより、売上は
伸長したものの、在庫のロスや廃棄処分が増加し、増収減
益となりました。しかしながら、業務スーパー内にテナントと
して出店した店舗は集客面で相乗効果を発揮し、好調に推移
しております。さらに、5月の関東エリアへの出店を契機に、
同エリアへの出店を今後も加速していきます。また、G7ジャ
パンフードサービス
が運営するチーズ
タルトBAKEは京都
寺町店、あべのハ
ルカス店の2店舗を
オープンし、1号店
の阪神梅田店を含
め、日々行列の絶え
ない人気店となって
おります。

　第42期中間期（平成28年4月1日〜平成28年9
月30日）の連結業績は、売上高52,964百万円（前

年同期比7.9％増）、営業利益1,441百万円（同15.9％増）、
経常利益1,591百万円（同31.3％増）、親会社株主に帰属
する四半期純利益856百万円（同1.8％増）の増収増益とな
りました。
　「売上確保、粗
利率アップ、在庫
コントロール、経
費コントロール」
のグループ方針の
下に、既存店の収
益力強化の取り組
みと、G−7モール
フェスティバル等のイベントを積極的に行う等の販売強化策
が功を奏し、今回の好業績につながったものと考えています。
　特に上期は、業務スーパー・こだわり食品事業が好調に推
移し、同セグメントの約8割を業務スーパー事業が牽引しまし
た。業務スーパーは新規出店ラッシュとなり、6月までに海外
も含め4店舗出店しました。同時に、昨年連結子会社化した
精肉事業のテラバヤシも国内の業務スーパー内にテナントと
して出店しました。一方、既存店の活性化も著しく（既存店
売上高前年同期比1.9％増）、好調に推移する結果となりまし
た。また、こだわり食品事業も、新規取引先を拡大し、取扱
商品と販路が増えたことで好調に推移しております。

取締役名誉会長木下 守 代表取締役社長金田 達三

食べ放題レストランめぐみのさとひよどり台店

G−7モールフェスティバル　サンシャインKOBE

G－7グループは、創業45周年を迎える2020年の

中期経営計画の最終目標として掲げている

売上高1,700億円・経常利益70億円の達成に向けて、

既存事業のみならず、新業態・海外事業も積極的に展開し、

引き続き、持続的な成長を目指してまいります。

攻めと守りのバランスを保ちつつ、
さらなる企業価値の向上に
邁進していきます。

▪

財務ハイライト
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中間期 通期 （単位：百万円）

当中間期の業績とその主な要因を
お聞かせください。Q

A

G－7 Group 2G－7 Group1



TOPICS

　下期は創業大感謝祭や数多くのG−7モールフェス
ティバルが控えております。そこでG−7グループ一

丸となって販売強化策を実施し、売上の底上げを図り、通期
目標である売上高115,000百万円に挑戦します。核である
オートバックス事業は、冬季商品に注力することで売上を確
保するとともに、既存店以外の近隣大型ショッピングセンター
等の集客施設で出張販売を行い、店舗への誘導を試みます。

　G−7グループは創業41年目の当期、中期経営計
画を新たに策定し、創業45周年を迎える平成33年3

月期（2020年度）には売上高1,700億円、経常利益70億
円の達成を目指してまいります。
　その中期経営計画のなかで、今後の事業戦略・事業展開
を具体的に計画・実行していくための指針として7つの中期
事業計画を掲げています。組織力と人間力の強化をはじめ、
NCC（次期役員・経営者講座）によるG−7グループの次世
代を担う人材の養成、農業ビジネスへの挑戦、アジア・アセ
アンにおける海外事業の強化等、中期経営計画の最終目標
達成に向けて、G−7グループ一丸となって取り組んでいき
たいと考えています。

　G−7グループは、この先の10年、20年を見据え、
今後も経営の基本理念である「社会貢献」「自己実現」

「願望実現」を目指すべく、積極的な事業展開を行うととも
に、利益重視の経営を推進し、株主の皆様の期待に沿える
よう、持続的な成長を図ってまいる所存でございます。なお、
当期の配当につきましては、中間配当金を1株当たり20円と
し、期末配当金は1株につき20円（年間40円）を予定して
おります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導、
ご鞭撻を頂戴いたしますよう、心よりお願い申し上げます。

また、業務スーパー事業においては、新規出店のみならず、
既存店舗を順次リニューアルしていくことで、お客様にとっ
て快適な店作りを目指してまいります。
　通期の連結業績につきましては、売上高115,000百万円
（前期比10.7％増）、営業利益3,700百万円（同22.2％増）、
経常利益4,000百万円（同24.2％増）、親会社株主に帰属
する当期純利益2,100百万円（同12.5％増）を見込んでお
ります。

トップメッセージ

　創業者：木下守名誉会長の創業からの軌跡を展示した「G−7グ
ループ創業者記念館」が2016年8月神戸市須磨区弥栄台5丁目に
完成し、関係者を招いて竣工式を行いました。この施設では、創業
40周年までの歩みを写真や映像で展示しています。
　平成28年6月5日開催の創業40周年記念式典にて、創業者より、
次世代に残す21世紀ビジョンが発表されました。
1．100年企業を目指す。
2．21世紀中に1兆円企業グループを目指す。
3．日本を中心として、アジア・アセアン地域にて事業展開するグ
ローバル企業グループを目指す。「創業者が次世代にその夢を託し
たビジョンをそれぞれのミッションとして、新たな意欲を掻き立てて
もらいたい願いがあるのです。そして次の世代に、その夢に挑戦し

てほしいのです。」（木下
名誉会長）
　また、創業者が築いた
歴史を次期役員・幹部社
員に目と肌で感じてもら
い、次世代リーダーを育
てる創業者塾の開催を始
めとして、ネクストキャビ
ネットクラブ、OBサロン、起業家クラブも併設します。
　今後も50周年、60周年とG−7グループの成長にあわせて、この
記念館に歴史を展示してまいります。なお、この記念館は一般非公
開です。

▪

2020年グループ連結売上 中期経営計画

オートバックス事業

売 上 高 1,700億円
経常利益 70億円に挑戦

600億円
G－7･オート･サービス

業務スーパー事業

650億円
G－7スーパーマート

海外事業

100億円
G7インターナショナルアグリ事業

80億円
G－7アグリジャパン

バイクワールド事業

50億円
G－7バイクワールド

精肉事業

115億円
G－7ミートテラバヤシ

食品製造・加工・
卸販売・輸出入・飲食事業

85億円
G7ジャパンフードサービス

不動産デベロップ・
リテール事業

20億円
G－7リテールジャパン

2020年（創業45周年時）

下期の取り組みと通期予想について
お聞かせください。Q 中長期の戦略と取り組みについて

お教えください。Q 株主の皆様へのメッセージを
お願いします。Q

1.組織力と人間力の強化
2.新規事業、新業態開発の成長戦略室の新設
3.ＮＣＣ（ネクスト・キャビネット・クラブ/次期
役員・経営者講座）を設立

4.M&Aの推進

中期
事業計画

成長への3つのキーワード

ENVIRONMENT 環境

SOCIAＬ 社会

GOVERNANCE 統治

5.G−7アグリジャパンは農業ビジネスへの挑戦
6.アジア・アセアンにおける海外事業の強化
7.G−7・オート・サービスは車買取販売とオート
 バックスエクスプレスで売上高の50％に挑戦

A A A

G－7グループ創業者記念館が完成しました。
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G−7・オート・サービスは、株式会社mammaciao（本社：横
浜市都筑区北山田2-5-7　代表取締役：三原淳）とフランチャ
イズ加盟契約を締結し、エココインランドリー「マンマチャオ亀
岡店」を平成28年8月にオープンいたしました。
「マンマチャオ」は、平成12年より全国でフランチャイズ展
開しているコインランドリーチェーン本部です。一般家庭で使
用されている洗濯機のサイズは6〜8kgですが、同社では9〜
27kgという大型サイズの米国デクスター社製コインランド
リー機器を導入。共働き世帯の増加でまとめ洗いのニーズが高
まっている昨今、都市部のみならず地方でも好評を得ています。
当社が運営するエココインランドリーは、環境と健康を考え、

カラダにも地球にもやさしい天然素材の洗剤・節水・節電につ
とめた大型コインランドリーです。亀岡店には大型洗濯乾燥機
を12台揃え、洗濯の合間に隣接する「オートバックス亀岡店」で
カー用品の購入や車の整備をして頂くなど、集客のシナジー効
果も期待しております。

G7インターナショナルは、現地法人と設立した合弁会社BB
＆G−7RETAILPTE.LTEの運営による業務スーパーとめぐみ
の郷を平成28年4月にオープンいたしました。両店舗とも海外
出店は初となります。出店地であるBIGBOXはシンガポール最
大級のウエアハウスストア（大型倉庫などを利用し、セルフサー
ビスにより低価格・短時間で商品の購入ができる小売業態）で
あり、非常に注目を集めているスポットです。「GYOMUJapan
（ギョームジャパン）」の名称で海外初出店した店舗は、オリジ
ナル商品をはじめとする日本品質の食品をベストプライスで提
供し、その魅力を現地の皆様に伝えることで、新たな市場を獲

マンマチャオ亀岡店

BAKE あべのハルカス店

新業態・新店舗ご紹介

〈新店舗一覧〉

平成28年 4月 1日 業務スーパーBIG BOX店（シンガポール）
平成28年 4月14日 業務スーパー新高砂店
平成28年 4月21日 業務スーパー日高原宿店
平成28年 5月19日 業務スーパー天王台店
平成28年 6月23日 業務スーパー川越広栄店

■業務スーパー

平成28年 4月14日 テラバヤシ新高砂店
平成28年 4月21日 テラバヤシ日高原宿店
平成28年 5月19日 テラバヤシ天王台店
平成28年 6月23日 テラバヤシ川越広栄店

■テラバヤシ

平成28年 8月 7日 マンマチャオ亀岡店
■マンマチャオ

平成28年 8月 2日 食べ放題レストランめぐみのさと　ひよどり台店
■食べ放題レストランめぐみのさと

平成28年 4月14日 めぐみの郷　新高砂店
平成28年 5月19日 めぐみの郷　天王台店

■めぐみの郷

平成28年 4月21日 バイクワールド伊川谷店
■バイクワールド

平成28年 6月 1日 BAKE京都寺町店
平成28年 9月18日 BAKEあべのハルカス店

■BAKE

※平成28年4月1日〜平成28年9月30日

エココインランドリー「マンマチャオ」を
新業態として展開

シンガポールの注目スポットに
業務スーパーとめぐみの郷を出店

大人気のチーズタルトBAKEを
京都と大阪・あべのに出店

新　業　態 海 外 進 出 新店舗ピックアップ

平成27年8月の阪神梅田店を皮切りに、今期は6月に京都寺
町店、9月にはあべのハルカス店をオープンいたしました。京都
寺町店は、関西初の路面店で、京都の町並みにマッチするよう
古民家を改築した店舗となっています。また、あべのハルカス店
は、日本一高い
ビルに入店する
近鉄百貨店内に
出店し、多くの観
光客が集まるス
ポットとして注目
されています。

GYOMU Japan テープカット

業務スーパー＆めぐみの郷
新高砂店

バイクワールド伊川谷店

得できると考えております。
シンガポール在住の邦人のみならず地元の方々の支持を獲
得し、今後の海外展開への足がかりにしていきたいと考えてお
ります。

GYOMU Japan店内
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　業務スーパー事業につきましては、業務スーパーおよび精肉
事業のテラバヤシが顕著に推移いたしました。増収増益の要因
は、既存店の活性化と高品質で魅力ある商品を低価格で提供
することによりお客様のニーズに対応した結果と思われます。
こだわり食品事業は新規取引先の開拓や厳選商品と販路が拡大
し、好調に推移いたしました。

12.6%増

344億70百万円

売上高

前年同期比

その他事業
5.6%

業務スーパー・こだわり食品事業
65.1%

売上高構成比
業務スーパー・こだわり食品事業

　その他事業につきましては、農産物直売所「めぐみの郷」の
農産物販売方法を買取販売に変更したことにより、在庫のロス
と廃棄処分が増加し増収減益となりました。スイーツ事業の
チーズタルトBAKEは京都に初の路面店、あべのハルカス近鉄
本店内にあべのハルカス店をオープンし、売上増に寄与いたし
ました。

その他事業

14.6%増

29億56百万円

売上高

前年同期比

　オートバックス・車関連事業につきましては、トータルカーラ
イフサポートを充実させるべく、タイヤやメンテナンス商品の
拡販および車検・車買取販売をきっかけとした再来店の促進に
取り組みましたが、主力商品であるタイヤ・ホイールの販売が
昨年の暖冬の影響で低調となり、売上が低迷いたしました。二
輪に関しましては、昨年商号をバイクワールドに変更したこと
で、客足が遠のき、売上が低迷いたしました。

2.1%減

155億36百万円

売上高

前年同期比

オートバックス・車関連事業

農産物の直売、リサイクル用品の買取・販売、不動産
賃貸業、飲食店経営等

冷凍食品・加工食品販売、厳選食品の卸販売

車（四輪・二輪）関連用品、部品、車両販売
Ｇ−７アグリジャパン、G−7リテールジャパン、他

Ｇ−７スーパーマート、Ｇ７ジャパンフードサービス、
G−7ミートテラバヤシ、他

Ｇ−７・オート・サービス、G−7バイクワールド、他

主要品目

主要品目

主要品目
運営子会社

運営子会社

運営子会社

事業別の概況

オートバックス・
車関連事業
29.3%

2,956

2016/9
第42期
（中間期）

2,579

2015/9
第41期
（中間期）

15,536

2016/9
第42期
（中間期）

15,874

2015/9
第41期
（中間期）

34,470

2016/9
第42期
（中間期）

30,612

2015/9
第41期
（中間期）

（単位：百万円）

（単位：百万円）（単位：百万円）

ストアネットワーク

「業務スーパー」
「バイクワールド」

3店舗
1店舗

九州地方

「業務スーパー」
「Green’s K 惣菜」
「めぐみの郷」
「テラバヤシ」
「Green’s K 鉄板ビュッフェ」
「神戸粉もん七つの壷」
「土山サーキット」
「BAKE」
「食べ放題レストランめぐみのさと」

31店舗
1店舗
22店舗
16店舗
1店舗
2店舗
1店舗
3店舗
1店舗

「オートバックス」
「スーパーオートバックス」
「オートバックスセコハン市場」
「オートバックスエクスプレス」
「クリスタルセブン」
「BPセンター」
「バイクワールド」
「大阪スズキカーズ」

36店舗
2店舗
1店舗
4店舗
5店舗
4店舗
5店舗
1店舗

近畿地方

「オートバックス」
「オートバックスエクスプレス」
「オートバックスセコハン市場」
「クリスタルセブン」
「メガリサイクル王国」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「バイクワールド」
「ダイソー」

7店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
5店舗
1店舗
1店舗
1店舗

中国・四国地方

「オートバックス」
「オートバックスエクスプレス」
「オートバックスカーズ」
「BPセンター」
「クリスタルセブン」
「タイヤ専門館」　　
「業務スーパー」
「テラバヤシ」
「バイクワールド」
「良品買館」
「Green’s K 惣菜」
「Green’s K 鉄板ビュッフェ」
「カーブス」
「ステップゴルフ」
「めぐみの郷」

関東地方
11店舗
2店舗
1店舗
1店舗
2店舗
1店舗
51店舗
39店舗
3店舗
1店舗
1店舗
1店舗
17店舗
2店舗
1店舗

「業務スーパー」
「テラバヤシ」

北海道地方
6店舗
7店舗

「テラバヤシ」
東北地方

1店舗

「オートバックス」
「ＢＰセンター」
「業務スーパー」
「めぐみの郷」
「Green’s K 惣菜」
「テラバヤシ」
「バイクワールド」
「Green’s K 鉄板ビュッフェ」
「ダイソー」

7店舗
1店舗
33店舗
1店舗
1店舗
24店舗
2店舗
1店舗
1店舗

中部・甲信越地方

ベトナム
「ダラット農場」 1ヶ所

「オートバックス」  
「バイクワールド」 
「ら～めん神戸」

2店舗
2店舗
1店舗

マレーシア
ミャンマー

「ピンウーリン農場」1ヶ所

シンガポール
「業務スーパー」 1店舗

インドネシア
「ら～めん神戸」  1店舗

台湾
「串かつだるま」 1店舗

タイ
「バイクワールド」1店舗

（平成28年10月31日現在）

未来への新たな価値づくりで、顧客満足を高めるサービス・商品をお届けします。
ファンづくりのグローバル化へ　Gー7ネットワーク

G－7 Group 8G－7 Group7



大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
木 下 　 守 1,830 千株 15.11 ％
木 下 智 雄 1,829 15.10
関 　 　 　 稚 奈 巳 1,129 9.32
有限会社キノシタファミリーサービス 1,094 9.03
木 下 陽 子 826 6.82
MSIP CLIENT SECURITIES 378 3.12
株式会社オートバックスセブン 337 2.78
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 171 1.41
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 158 1.31
BANKJULIUSBAERANDCO.,LTD. 90 0.74

（注）1.当社は、自己株式1,225,569株を保有しておりますが、上記大株主から
は除外しております。

 2.持株比率は自己株式数を控除して計算しております。

▪

株式の状況 （平成28年9月30日現在）

商 号 株式会社G−7ホールディングス
G−7HOLDINGSInc.

設 立 昭和51（1976）年6月18日
資 本 金 17億8,570万円
代 表 者 代表取締役社長　金田　達三
本 社 神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
事 業 内 容 傘下の各事業会社を支配・管理する持株会社
従 業 員 数 1,687名（グループ計）
ホームページ http://www.g-7holdings.co.jp/

▪

会社の概況 （平成28年9月30日現在）

▪

所有者別株主分布 （平成28年9月30日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数

52,000,000株
13,336,400株

4,881名

（注）1.坂本充氏、福西裕氏および志田幸宏氏は、社外取締役であります。
2.橋本正治氏、上甲悌二氏および西井博生氏は、社外監査役であります。
3.当社は、坂本充氏、福西裕氏、志田幸宏氏、橋本正治氏、上甲悌二氏および
西井博生氏を、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指
定し、同取引所に届け出ております。

▪

役員の状況 （平成28年9月30日現在）

取 締 役
名 誉 会 長 木下 　守
取締役社長
（代表取締役） 金田 達三
取締役副社長 木下 智雄
取 締 役 岸本 安正
取 締 役 松田 幸俊
取 締 役 奥本 惠一

取 締 役 坂本 　充
取 締 役 福西 　裕
取 締 役 志田 幸宏
監査役（常勤） 橋本 正治
監 査 役 上甲 悌二
監 査 役 西井 博生

▪

連結貸借対照表（要旨）（単位：百万円）

連結財務諸表 株式情報 / 会社概要

▪

連結損益計算書（要旨）（単位：百万円）

売上高
49,066

前　中　間　期
（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで）

当　中　間　期
（平成28年4月1日から平成28年9月30日まで）

売上高
52,964

営業利益
1,441

経常利益
1,591

税金等調整前
四半期純利益
1,552

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
856

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
16

営業外
収益
217

営業外費用
68営業利益

1,243
経常利益
1,211

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
841

売上原価
販売費及び一般管理費 

法人税等
679

39,504
12,017

39
特別損失

14,183

232

4,911

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

13,870

253

4,919

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

資産合計
35,100

負債・純資産合計
35,100

負債負債
20,43120,431

流動資産
15,773

純資産純資産
14,66814,668

負債・純資産合計
36,154

固定資産
19,326

資産合計
36,154

流動負債

固定負債

13,659

8,311

流動負債

固定負債

13,726

6,704

固定資産
19,042

流動資産
17,111 負債

21,971

純資産
14,183

当　中　間　期　末
（平成28年9月30日現在）

当　中　間　期　末
（平成28年9月30日現在）

前　期　末
（平成28年3月31日現在）

前　期　末
（平成28年3月31日現在）

個人・その他
4,555名  93.32%

金融商品取引業者
27名  0.55%

金融機関
24名  0.49%

その他法人
197名  4.04%

外国法人等
78名  1.60%

4,881名

▪

グループ企業 （平成28年9月30日現在）

〈国内〉

〈海外〉

G7 FOODS ASIA PTE. LTD.

株式会社G－7バイクワールド
株式会社G－7・オート・サービス

株式会社G7ジャパンフードサービス
株式会社G－7ミートテラバヤシ

株式会社G－7スーパーマート

株式会社G－7アグリジャパン
株式会社G－7リテールジャパン

G7 INTERNATIONAL PTE. LTD.
G7 RETAIL MALAYSIA SDN. BHD.

CM G－7 AGRI MYANMAR CO., LTD.

G7 AGRI VIET NAM CO., LTD.
PT. G7 SERVICE. INDONESIA 七福集団有限公司（香港）

七福股份有限公司（台湾）

G7（THAILAND） CO., LTD.
G7（CAMBODIA） CO., LTD.

G－7 Group 10G－7 Group9


